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本日のアジェンダ

・自己紹介

・大学発SUの現状と稼ぐ力

・ディスカッション
産学連携の位置づけや大学発スタートアップ創出を起点として
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自己紹介
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経歴/専門領域
公共事業部における中小企業/スタートアップ支援チームリード。
株式会社日本総合研究所、文部科学省科学技術・学術政策研究所、EYアドバイザリー・アンド・コンサルティング株式会社を経て2017年より現職。主要官
公庁の調査研究や、研究開発テーマの再構築や技術の用途展開、新規研究テーマの構築等のコンサルティング案件、大学院博士課程における研究・教育の
実施状況や高学歴者の育成・進路や活用・キャリアパスに関する研究、民間企業の研究開発テーマの再構築や技術の用途展開、新規研究テーマ構築に関す
るコンサルティング案件等に従事。MOT（技術経営）、研究開発戦略の成果の創出・事業化支援や成果の社会実装、知的財産戦略に関するテーマに関す
る知見を豊富に持つ。

主な関連実績（抜粋）
• 大阪公立大学 非常勤講師
• 内閣府「戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)構造化チーム運営及び調査」(2020)/「SIP第１期追跡調査」 
• NEDO「官民による若手研究者発掘支援事業における研究開発テーマの実用化に向けたマッチング支援業務」
• NEDO「人工知能技術適用によるスマート社会の実現の事業化に向けた課題整理業務」
• NEDO「次世代人工知能・ロボット中核技術開発におけるマッチングイベントの企画・立案・運営業務」
• NEDO「 「ロボット活用型市場化適用技術開発プロジェクト/プロジェクト成果の展開可能性に関する調査」
• 文部科学省、「オープンイノベーション機構の効果的な支援に係る調査」

鐘ヶ江 靖史
Senior Manager
Consulting – Public Services
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大学発SUの現状
２０１０年度後半以降、理由はともかくとして大学発SUの数自体は伸びている
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産学連携の強化 × 大学発スタートアップの増加

大学としての「稼ぐ力」
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大学の稼ぐ力の強化①
大学統合に伴い、「総合大学」としてのプレゼンス向上へ
『稼ぐ力』の抜本的改革・向上を１つのキーワードとして実施
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大学の稼ぐ力の強化②
大学としてフルコミット 『稼ぐ力』の抜本的改革・向上に向けて本格稼働
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大学の稼ぐ力の強化③
大学の知見を還元するためのイノベーションエコシステムの構築
ディープテックを活用した社会課題の解決
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大学の稼ぐ力の向上に向けた「産学連携」や「大学発SU」
以下がキーワードと想定
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 必ずしも大学のシーズや知見をベースとする必要はない
→社会科学面でのアプローチや方法論からの貢献／社会科学を実践するためのSU

 大学として持つべき機能
「残す機能」、「新たに獲得する機能」
「持つべきではない機能」

 機能を発揮するために必要となる能力、スキル、ネットワーク

 学内／学外（地域） のステークホルダー
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